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15）前立腺肥大症患者の膀胱血流障害について－造影

超音波検査を用いた検討

研究代表者和田直樹

【背景と目的】

過活動膀胱（OAB）とは尿意切迫感を主症状とす

る症状症候群であり、その原因は多岐にわたる。前立

腺肥大症（BPH）による下部尿路閉塞に伴ったＯＡＢ

の病態生理に膀胱虚血が関与していることが研究さ

れてきているが、臨床の場における下部尿路閉塞と

OABとの関連についての報告は少ない。今回は造影

超音波検査を用いてＢＰＨと膀胱の血流障害について

の関連を検討した。

【方法】

経尿道的前立腺切除術（TURP）を施行するＢＰＨ患

者32名を対象として前向きに検討を行った。術前に

国際前立腺症状スコア（IPss)、超音波による前立腺

重量測定（PV)、尿流測定（UFM)、Pressure-How検

査(PFS）そして造影超音波検査(CDUS）を施行した。

また術後３ケ月目でIPSS、ＵＦＭおよびＣＤＵＳを施行

した。ＣＤＵＳは尿意を感じない程度の尿が貯留した状

態で行い、超音波造影剤レポビストを静注し、膀胱側

方の膀胱血管を観察し（Figurel)、resistivcindcx（Rr

Vmax-Vmin/Vmax）を算出し､左右の平均値を用いた。

【結果】

若年正常群（ＩＦ10、平均25歳）と比べて、ＢＰＨ群
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